
資
料
紹
介京

都
府
相
楽
郡
山
城
町
椿
井
天
上
山
の
測
量
調
査
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京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
室

京
都
橘
女
子
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

　
　
　
　
　
埋
蔵
文
化
財
（
考
古
学
）
コ
ー
ス

は
　
じ
　
め
　
に

　
椿
野
天
上
山
（
京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
大
字
椿
井
小
字
西
垣
内
他
）
は
、

木
津
川
を
見
下
ろ
す
尾
根
の
先
端
部
に
位
置
す
る
（
図
～
）
。
一
二
角
縁
神
獣

鏡
の
大
量
出
土
に
よ
っ
て
著
名
な
紙
型
大
塚
山
古
墳
と
は
、
谷
ひ
と
つ
を
隔

て
た
至
近
の
場
所
に
あ
た
る
。

　
木
津
川
に
よ
る
河
谷
平
野
が
前
面
に
ひ
ろ
が
り
、
背
面
に
は
な
だ
ら
か
な

丘
陵
が
続
く
。
両
者
の
境
界
に
は
上
位
・
中
位
・
下
位
1
・
下
位
H
四
面
の
河

岸
段
丘
が
あ
る
。
天
上
山
は
椿
井
大
塚
山
古
墳
と
同
様
、
花
山
岡
岩
の
岩
脈
か

ら
な
る
下
位
－
段
丘
の
、
特
に
岩
脈
が
露
出
す
る
尾
根
の
西
突
端
に
位
置
し

て
い
る
。
現
在
で
は
こ
の
尾
根
の
先
端
部
を
切
り
離
す
よ
う
に
、
ほ
ぼ
真
北

か
ら
真
南
に
向
か
っ
て
J
R
奈
良
線
が
走
る
。
ま
た
、
畑
・
竹
林
・
宅
地
・

道
路
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
る
改
変
が
大
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
天
上
山
が
塚
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
す
で
に
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
。
～
八

九
四
（
明
治
二
七
）
年
、
奈
良
線
の
敷
設
の
際
に
、
玉
、
刀
な
ど
が
出
土
し

た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
椿
井
大
塚
山
古
墳
調

査
の
際
は
、
天
上
山
古
墳
を
前
方
後
円
墳
と
認
識
し
、
「
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
も
の
」
と
評
価
し
た
。

　
一
九
九
九
（
平
成
＝
）
年
三
月
、
山
城
町
教
育
委
員
会
は
二
本
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
盛
土
の
存
在
を
確
認
し
、
古
墳

時
代
前
期
の
土
器
の
出
土
も
あ
っ
た
が
、
古
墳
と
し
て
の
形
や
規
模
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

材
料
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

平尾城山古墳

稲荷山古墳
イ云今城跡　（山城）

三井大塚山古墳

天上山

岳霊山古墳

伝狛城跡

伝木津城跡（平城）

伝木津城跡（山城）

伝稲屋妻城跡
伝稲車妻城跡　（山城）

森垣外遺跡

吐師七ツ塚古墳

互
3

暇i
つ
｝

4
。
　
5

辞
騙

山
　
城
　
町

、

木
津
　
川

一
　
0
0

層
囎
副

9
㌧
、
．

10

精
華
　
町

蝋⑰12

e13

木津町
　　　　　　　　　　’k

O　lkmL：・一L一：一i－L一

図ユ　南山城における主要古墳と中世城館遺跡

　
こ
れ
ま
で
古
墳
と
し
て
の
実
態
は
十
分
把
握
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
地

域
な
い
し
古
墳
時
代
前
期
を
研
究
す
る
上
で
、
こ
の
塚
が
も
つ
意
味
は
大
き

い
。
す
な
わ
ち
初
期
大
和
政
権
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ

る
椿
井
大
塚
山
古
墳
以
後
、
こ
の
地
で
そ
れ
に
連
な
る
次
の
首
長
墓
は
ど
れ

か
（
ど
の
よ
う
な
規
模
の
墳
墓
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
古
墳
時
代
前
期
に
お
い
て
こ
の
地
域
が
果
た
し
た
役
割
の
評
価
に
も

つ
な
が
る
。

　
ま
た
こ
の
場
所
に
は
山
城
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
縄
張
り
案
も
提

　
　
　
　
　
④

示
さ
れ
て
い
る
。
地
形
測
量
に
よ
っ
て
そ
の
検
討
材
料
を
得
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
室
・
京
都
一
女
子
大
学
文
学

部
文
化
財
学
科
埋
蔵
文
化
財
（
考
古
学
）
コ
ー
ス
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題

を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
た
測
量
実
習
と
し
て
、
周
辺
地
形
を
ふ
く
め
た
精

し
い
地
形
測
量
を
計
画
し
た
。
調
査
は
、
京
都
大
学
上
原
真
人
教
授
、
京
都

橘
女
子
大
学
猪
熊
兼
勝
教
授
、
五
十
川
伸
矢
教
授
の
指
導
の
も
と
、
二
〇
〇

〇
年
三
月
五
日
～
二
〇
日
の
間
実
施
し
た
。
参
加
者
は
以
下
の
と
お
り
。

　
〈
京
都
大
学
〉

　
今
井
晃
樹
、
東
方
仁
史
、
岩
戸
晶
子
、
橋
本
英
将
、
松
村
知
也
、
鈴
木
香

　
織
、
下
垣
仁
志
、
羽
生
牧
子
、
土
屋
み
つ
ほ
、
東
澤
延
晃
、
市
川
創
、
水

　
野
貴
之
、
多
田
朋
孔
、
森
下
章
司

135 （299）



〈
京
都
橘
女
子
大
学
〉

五
十
嵐
静
代
、
大
野
寿
子
、
神
野
八
重
、
楠
木
亜
弥
子
、
近
藤
綾
、
佐
伯

め
ぐ
み
、
田
附
千
紘
、
田
積
真
理
子
、
朴
慶
淑
、
川
本
紀
子
、
鵜
野
亜
希

子
、
金
山
博
美
、
澤
野
陽
子
、
杉
野
記
子

〈
愛
媛
大
学
〉
中
川
和

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
山
城
町
教
育
委
員
会
南
島
正
、
上
田
真
一
郎
、

島
軒
燈
氏
に
多
大
な
る
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
玉
台
寺
中
潮
雲
夫
妻
に

は
宿
舎
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
生
活
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
配
慮
を
え
た
。

土
地
所
有
者
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
し
ま
す
。
（
森
下
章
司
）

①
山
城
町
教
育
委
員
会
『
椿
井
大
塚
山
古
墳
撫
京
都
府
山
城
町
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
報
告
書
第
二
～
集
、
～
九
九
九
年

②
樋
ロ
隆
康
遡
昭
和
二
八
年
椿
井
大
塚
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
京
都
府
撫
城

　
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
〇
集
、
～
九
九
八
年

③
上
田
真
「
部
「
椿
井
天
上
山
古
墳
窮
「
次
調
査
」
（
欄
出
城
町
内
遺
跡
発
掘
調
査

　
概
報
』
朕
、
京
都
府
山
城
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
十
二
集
　
一
　
○
○
○

　
年
）

④
中
野
玄
三
・
中
井
均
「
中
世
の
文
化
と
文
化
財
」
『
山
城
町
史
腕
本
文
編
、
山

　
城
町
役
場
、
～
九
八
七
年
、
五
四
ニ
ー
五
四
四
頁

二
　
測
量
の
経
過
と
成
果

　
（
1
）
　
測
量
の
経
過
と
方
法

　
測
量
図
は
一
〇
〇
分
の
一
の
縮
尺
、
等
高
線
は
二
五
㎝
間
隔
で
作
成
し
た
。

手
順
は
、
基
準
杭
の
設
定
（
図
二
）
↓
杭
間
の
距
離
と
角
度
の
測
定
↓
各
杭

の
座
標
計
箕
（
蓑
）
・
測
量
誤
差
の
配
分
↓
方
眼
紙
上
に
｝
○
○
分
の
一
縮
尺

で
座
標
を
落
と
す
↓
平
板
用
紙
に
杭
の
位
置
を
写
す
↓
三
、
四
台
の
平
板
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

稼
働
・
地
形
測
量
の
実
施
と
な
る
。
ま
た
国
土
座
標
系
に
の
せ
る
た
め
の
測

量
も
お
こ
な
っ
た
。

　
座
標
平
角
の
手
順
と
用
い
た
公
式
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
1
　
測
定
し
た
角
度
を
十
進
法
に
変
換
し
、
方
位
角
を
も
と
め
る
。

　
2
　
方
位
角
と
杭
間
の
距
離
（
測
線
の
長
さ
）
か
ら
相
対
座
標
を
算
出
す

　
　
③

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
3
　
前
の
杭
の
絶
対
座
標
に
次
の
杭
の
相
対
座
標
を
加
え
て
ゆ
き
、
絶
対

　
　
座
標
を
計
算
す
る
。

　
今
圓
、
方
位
角
は
仮
に
設
定
し
た
原
点
と
第
一
番
目
の
杭
を
結
ん
だ
測
線

を
仮
の
縦
軸
X
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
測
線
の
X
軸
に
た
い
す
る
角
度
と
し

④
た
。

　
相
対
座
標
の
計
算
は
関
数
電
卓
の
極
座
標
変
換
（
℃
↓
労
）
を
も
ち
い
た
。

ま
た
表
計
算
ソ
フ
ト
ζ
す
○
ω
。
津
国
×
8
一
り
刈
を
併
用
し
た
（
表
）
。
測
量
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誤
差
は
X
方
向
で
四
㎝
、
Y
方
向
で
二
・
五
㎝
で
あ
り
、
割
り
振
っ
て
補
正

し
た
。
な
お
地
形
の
変
化
が
大
き
い
た
め
、
基
準
杭
か
ら
伸
ば
し
た
補
助
杭

　
　
　
　
⑤

を
使
用
し
た
。
（
今
井
巨
樹
）

　
（
2
）
成
　
　
果

　
線
路
東
側
に
あ
る
高
ま
り
（
図
三
　
A
）
の
形
状
・
規
模
を
明
ら
か
に
し

た
。
北
辺
約
五
〇
m
、
東
辺
約
四
〇
m
、
南
辺
蕪
蜂
〇
m
で
、
現
状
で
平
面

は
台
形
を
呈
す
る
。
四
周
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、
こ
の
盛
土
部
分

の
標
高
五
工
～
五
九
m
に
あ
た
る
北
辺
は
、
切
り
通
し
に
沿
っ
て
現
状
で
ま

っ
す
ぐ
伸
び
る
。
こ
れ
が
高
ま
り
の
本
来
の
形
状
を
示
す
の
か
、
切
り
通
し

の
掘
削
に
よ
る
変
形
な
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
北
辺
の
斜
面
は
高
低
差
六

～
七
m
前
後
の
急
斜
面
が
続
き
、
丸
み
を
帯
び
な
が
ら
南
へ
屈
曲
し
て
い
く
。

次
に
標
高
五
六
～
六
〇
m
に
あ
た
る
東
辺
は
、
北
辺
に
比
べ
る
と
直
線
的
で

は
な
く
、
わ
ず
か
に
弧
を
描
き
な
が
ら
三
～
四
m
の
高
低
差
を
も
っ
て
南
西

方
向
へ
伸
び
て
い
く
。
南
辺
は
標
高
五
三
～
五
九
m
に
あ
た
り
、
著
し
く
改

変
を
受
け
て
不
整
形
を
呈
し
つ
つ
伸
び
る
。
南
辺
の
斜
面
は
等
高
線
が
内
側

に
「
ワ
」
字
状
に
入
り
込
ん
で
い
る
（
B
）
。
J
R
奈
良
線
の
線
路
に
よ
っ

て
ほ
と
ん
ど
削
平
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
高
ま
り
の
西
方
へ
の
広
が
り
は
不
明
。

　
こ
の
高
ま
り
の
各
隅
部
を
観
察
す
る
と
、
北
東
隅
は
標
高
五
九
～
六
｝
m

の
部
分
が
、
南
策
隅
は
標
高
五
六
～
五
七
m
の
部
分
が
、
い
ず
れ
も
急
斜
面

な
が
ら
、
弧
を
描
く
。
北
西
隅
の
西
側
は
J
R
奈
良
線
の
線
路
に
よ
っ
て
ほ

と
ん
ど
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
残
存
部
は
わ
ず
か
に
丸
み
を
帯
び
て
お
り
、

南
に
向
か
っ
て
い
く
と
推
測
で
き
る
。
南
西
隅
は
線
路
に
よ
っ
て
完
全
に
削

平
さ
れ
不
明
で
あ
る
。

　
盛
土
部
分
の
北
側
は
土
塁
状
の
高
ま
り
（
C
）
が
残
り
、
中
央
か
ら
南
側

に
か
け
て
大
き
く
削
平
さ
れ
て
広
い
平
坦
面
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
土
塁

状
の
高
ま
り
の
最
高
点
は
標
高
六
三
・
九
m
あ
り
、
北
側
の
切
り
通
し
か
ら

は
約
六
m
、
南
側
の
平
坦
面
と
は
約
四
m
の
高
低
差
が
あ
る
。
生
壁
は
愚
状

に
な
っ
て
お
り
、
露
出
し
た
盛
土
の
断
面
が
観
察
で
き
る
。

　
盛
土
部
分
お
よ
び
周
辺
は
い
ず
れ
も
畑
や
竹
林
な
ど
で
改
変
を
受
け
て
い

る
も
の
の
、
高
ま
り
の
東
辺
の
東
側
で
は
緩
や
か
に
南
へ
下
が
っ
て
い
く
地

形
で
あ
り
、
盛
土
の
高
ま
り
か
ら
南
東
方
向
に
四
〇
m
離
れ
た
場
所
に
は
人

工
的
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
比
較
的
大
き
な
平
坦
面
（
D
）
が
認
め
ら

れ
た
。
こ
の
南
東
テ
ラ
ス
は
幅
約
一
六
m
の
比
較
的
大
き
い
テ
ラ
ス
地
形
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
南
東
テ
ラ
ス
の
北
背
後
に
は
傾
斜
の
急
な
部
分
が
あ
る
。

　
線
路
の
西
側
で
、
尾
根
の
先
端
部
の
南
に
は
大
規
模
な
石
切
場
（
E
）
が

あ
り
、
地
形
は
す
っ
か
り
改
変
さ
れ
て
い
る
。
西
側
は
斜
面
を
段
状
に
し
て

畑
や
宅
地
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、
旧
地
形
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。

線
路
の
す
ぐ
西
側
に
は
最
高
点
で
標
高
五
一
m
程
の
撰
形
の
高
ま
り
（
F
）

が
南
北
方
向
に
二
五
m
ほ
ど
続
く
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
先
述
し
た
線
路
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東
側
の
高
ま
り
（
A
）
の
平
坦
部
に
比
べ
て
八
m
ほ
ど
低
く
、

の
も
の
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
（
岩
戸
晶
子
）

両
者
が
～
体

　
（
3
）
検
　
　
　
討

　
古
墳
　
．
測
量
成
果
に
基
づ
い
て
、
こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
形
状
・
規
模
を

も
つ
古
墳
を
想
定
で
き
る
の
か
、
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
線
路
東
側
の
高
ま
り
（
図
三
　
A
）
が
古
墳
の
中
心
部
分
と
な
る

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
見
か
け
で
は
、
高
ま
り
の
各
辺

は
直
線
的
に
伸
び
る
。
平
面
は
台
形
状
、
北
側
切
り
通
し
部
分
の
等
高
線
、

そ
の
反
対
側
の
肩
も
直
線
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
体
的
に
斜
颪
の
傾
斜
角

が
古
墳
の
墳
丘
斜
面
と
す
る
に
は
急
す
ぎ
、
両
端
は
か
な
り
削
平
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
規
模
は
東
西
四
七
m
程
度
、
南
北
は
四
四
～
四
七
m
と

い
う
と
こ
ろ
に
な
ろ
う
か
。
主
軸
は
西
北
預
を
向
く
、
盛
土
残
存
部
分
の
最

高
点
で
標
高
約
六
四
m
を
は
か
り
、
周
囲
よ
り
も
四
～
五
m
高
く
な
る
。

　
削
平
の
程
度
を
ど
れ
ほ
ど
見
積
も
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
の
高
ま
り
の
原
形

を
方
形
あ
る
い
は
円
形
の
ど
ち
ら
に
復
元
す
る
か
に
違
い
が
生
じ
る
。
一
九

九
九
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
、
高
ま
り
東
側
の
後
世
の
溝

（
図
三
　
網
部
）
は
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
弧
状
に
走
っ
て
お
り
、
本
来
の
形

状
を
方
形
と
想
定
し
た
場
合
改
変
が
非
常
に
大
規
模
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
円
形
と
想
定
す
れ
ば
大
規
模
な
改
変
を
想
定
す
る
必
要
は
無
く
な
る
。

な
お
北
側
の
掘
り
割
り
肩
の
ラ
イ
ン
を
活
か
す
な
ら
、
東
西
に
長
い
楕
円
形

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
れ
に
前
方
部
が
附
属
し
た
場
合
、
そ
れ
は
尾
根
の
主
軸
が
の
び
る
方
向
、

す
な
わ
ち
高
ま
り
か
ら
み
て
北
西
に
線
路
を
ま
た
ぐ
箇
所
以
外
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
こ
に
は
平
面
襖
形
の
高
ま
り
（
F
）
が
残
る
が
、
そ
の
最
高
点
は
標

高
五
一
m
程
度
と
東
の
高
ま
り
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
前
方
部
の
存
在
を

直
接
示
す
よ
う
な
高
ま
り
と
は
い
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
肝
心
の
く
び

れ
部
分
が
線
路
内
に
あ
た
り
、
確
認
す
る
す
べ
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
前

方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
猛
爆
を
呈
す
る
高
ま
り
の
西
側
は
か

な
り
低
く
、
こ
れ
を
越
え
て
、
全
長
八
O
m
を
超
え
る
よ
う
な
規
模
と
な
ら

な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
古
墳
と
し
て
復
元
し
た
場
合
、
線
路
東
側
の
径
五
〇
m
弱

の
高
ま
り
を
中
心
と
す
る
墳
丘
が
想
定
で
き
る
。
墳
形
を
決
定
す
る
た
め
に

は
、
発
掘
調
査
に
お
い
て
は
、
ま
ず
北
東
隅
と
北
側
斜
面
に
つ
い
て
、
現
状

が
ど
の
程
度
生
写
を
反
映
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
前
方
部
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
線
路
西
側
の
高
ま
り
に
つ

い
て
盛
土
の
存
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
る
。
（
東
方
仁
史
）

　
城
郭
　
　
展
望
の
利
く
立
地
や
北
側
の
切
通
し
の
存
在
か
ら
、
椿
二
天
上

山
に
中
世
山
城
が
営
ま
れ
た
こ
と
は
従
前
よ
り
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
想

定
図
も
発
表
さ
れ
て
い
る
（
図
四
　
第
一
章
注
④
）
。
今
回
の
憩
流
に
よ
っ
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て
、
そ
う
し
た
城
郭
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
地
形
を
確
認
し
た
。

　
ま
ず
主
唱
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
線
路
東
側
の
高
ま
り
部
分
（
A
）
で
あ

る
。
北
側
の
土
塁
状
の
盛
土
残
存
部
分
（
C
）
は
、
墳
丘
を
削
平
し
て
平
坦

地
を
造
成
す
る
際
に
意
図
的
に
残
し
て
防
御
施
設
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
主
遣
全
体
の
プ
ラ
ン
と
し
て
は
方
形
に
近
い
も
の
が
想
定
で

き
る
。
こ
の
推
定
象
亀
の
南
京
に
み
ら
れ
る
「
ワ
」
字
形
に
入
り
組
ん
だ
地

形
（
B
）
は
、
虎
ロ
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
現
状
で
は
推
定
主
監
の
南
東
に
は
テ
ラ
ス
が
あ
り
、
ま
た
、
推
定

．
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主
郭
と
は
線
路
を
挟
ん
だ
西
側
に
は
現
在
畑
と
な
っ
て
い
る
平
坦
地
が
段
状

に
存
在
す
る
。
中
で
も
最
上
段
に
あ
た
る
平
面
懊
形
の
高
ま
り
（
F
）
に
つ

い
て
も
土
塁
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
推
定
主
簿
の
南
側
斜
面
に

も
小
規
摸
で
は
あ
る
が
テ
ラ
ス
状
の
地
形
が
確
認
で
き
る
。

　
全
体
と
し
て
も
っ
と
も
高
い
部
分
に
墳
丘
を
利
用
し
て
推
定
主
郭
が
営
ま

れ
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
郭
（
曲
輪
）
と
推
定
で
き
る
平
坦
地
心
が
附

属
し
た
も
の
と
復
元
で
き
る
。
（
松
村
知
也
）

①
今
圓
の
測
量
範
囲
は
高
低
差
が
著
し
く
、
見
通
し
が
極
め
て
悪
い
。
そ
こ
で
以

　
下
の
点
に
留
意
し
た
。

　
1
　
測
量
範
囲
に
枕
が
く
ま
な
く
配
罎
さ
れ
る
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
に
四
十
四
本
の

　
　
杭
を
打
っ
た
。

　
2
　
杭
の
間
隔
は
三
〇
m
程
度
を
限
度
と
し
、
杭
の
位
置
を
遺
跡
周
囲
の
簡
単
な

　
　
地
図
に
記
録
し
た
。

　
3
　
測
定
値
は
表
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
杭
の
位
置
と
距
離
、
角
度
を
図
化
し
た
。

　
4
　
測
定
…
日
目
の
終
了
時
点
で
既
測
点
を
仮
に
閉
じ
て
角
度
誤
差
の
有
無
を
確

　
　
恥
し
失
敗
を
防
い
だ
。

②
方
位
角
翻
前
測
線
の
方
位
角
牽
一
八
○
度
1
そ
の
点
の
交
角
（
時
計
園
り
に
進

　
捌
し
て
い
く
場
合
の
内
角
）
、
方
位
角
1
1
前
測
線
の
方
位
角
＋
そ
の
点
の
交
角
1

　
㎝
八
○
度
（
反
時
計
架
り
に
進
行
し
て
い
く
場
合
の
内
角
）

③
相
対
座
標
×
”
8
ω
（
前
測
線
の
方
位
角
）
×
前
測
線
の
距
離

　
　
　
　
　
　
く
1
1
ω
ぎ
（
前
測
線
の
方
位
角
）
×
前
測
線
の
距
離

④
方
位
角
は
一
つ
の
座
標
系
の
中
で
の
総
出
の
位
遣
（
座
標
）
を
計
算
す
る
た
め

　
に
必
要
な
角
度
で
、
本
来
は
真
北
あ
る
い
は
磁
北
に
た
い
す
る
角
度
を
使
用
す
る

　
が
、
遺
跡
の
仮
の
座
標
を
計
算
す
る
に
は
遺
跡
の
主
軸
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
測
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線
を
基
準
に
方
位
角
を
も
と
め
る
や
り
方
も
便
利
で
あ
る
。
今
回
は
遺
跡
の
主
軸

　
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
の
で
任
意
の
基
準
線
を
設
定
し
て
方
位
角
を
計
算
し
た
。

⑤
補
助
杭
の
設
定
手
順
と
計
算
は
次
の
通
り

　
1
　
最
初
の
ト
ラ
バ
ー
ス
の
杭
と
結
ん
で
小
さ
な
ト
ラ
バ
ー
ス
を
つ
く
る
。

　
2
　
交
角
と
杭
間
の
距
離
を
測
定
す
る
。

　
3
　
絶
対
座
標
を
計
箕
し
、
誤
差
が
あ
れ
ば
配
分
す
る
。

三
　
調
査
成
果
の
意
義

　
以
上
に
想
定
し
た
古
墳
、
そ
し
て
中
世
山
城
に
よ
っ
て
、

史
的
位
置
づ
け
が
で
き
る
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
め
る
。

ど
の
よ
う
な
歴

　
（
1
）
　
等
差
大
塚
山
古
墳
・
天
上
山
古
墳
の
首
長
系
譜

　
従
来
の
研
究
で
は
、
椿
井
大
塚
山
古
墳
を
初
期
の
大
型
前
方
後
円
墳
と
想

定
し
、
そ
れ
に
続
く
首
長
系
譜
墓
と
し
て
、
北
方
の
尾
根
上
に
位
置
す
る
平

尾
城
山
古
墳
、
同
稲
荷
山
古
墳
へ
の
つ
な
が
り
を
想
定
す
る
の
が
一
般
的
で

　
①

あ
る
。
平
尾
城
山
古
墳
は
金
長
一
㎝
O
m
、
竪
穴
式
石
室
を
中
心
埋
葬
施
設

と
し
、
葺
石
と
埴
輪
を
も
つ
。
副
葬
品
は
盗
掘
の
た
め
不
明
な
点
が
多
い
が
、

鏡
片
、
石
製
腕
飾
類
の
存
在
な
ど
帯
磁
な
種
類
と
量
を
想
定
さ
せ
る
。
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
前
期
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
隣
接
す
る
稲
荷
山
古
墳
は
前
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

後
半
と
想
定
さ
れ
、
円
墳
と
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
位
置
関
係
や
立
地
か
ら
み
る
な
ら
、
こ
の
王
立
天
上
山
、

そ
し
て
南
方
の
御
霊
山
こ
そ
椿
井
大
塚
山
古
墳
に
直
接
つ
な
が
る
首
長
系
譜

墓
が
築
か
れ
た
場
所
と
見
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
と
く
に
重
要
な
共
通
点
は
立

地
で
あ
り
、
木
津
川
の
河
谷
平
野
に
向
か
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
方
向
に
伸
び
る
尾

根
上
に
位
置
し
、
標
高
も
ほ
ぼ
等
し
い
。
平
野
か
ら
眺
め
る
な
ら
、
両
者
は

同
様
の
高
さ
に
相
並
ん
で
見
え
た
で
あ
ろ
う
。

　
～
方
平
尾
城
山
古
墳
は
基
底
部
が
標
高
八
一
・
五
m
に
想
定
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
古
墳
よ
り
か
な
り
高
所
に
位
置
し
、
か
つ
罷
根
の
先
端
部
か
ら
や
や
奥

に
築
か
れ
て
い
る
。
ま
た
埴
輪
の
採
用
、
石
室
石
材
の
違
い
な
ど
、
椿
井
大

塚
山
古
墳
と
直
結
さ
せ
る
に
は
変
化
も
大
き
い
。

　
天
上
山
古
墳
が
椿
井
大
塚
山
古
墳
に
続
く
古
墳
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
形

状
・
規
模
の
格
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
前
方
後
円
墳
か
ど
う
か
の
確
証

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
前
方
後
円
墳
で
あ
る
と
し
て
も
そ
の
全
長

は
八
O
m
を
超
え
ず
、
全
長
一
八
O
m
近
い
椿
井
大
塚
山
古
墳
か
ら
、
か
な

り
縮
小
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
椿
井
大
塚
山
古
墳
の
規
模
と
内
容
が
、
被

葬
者
一
代
に
需
品
さ
れ
た
、
傑
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

強
く
評
価
で
き
よ
う
。
そ
し
て
平
尾
城
山
古
墳
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
、
埴

輪
の
採
用
な
ど
墳
墓
の
造
営
に
お
け
る
新
し
い
手
法
は
、
こ
の
段
階
に
お
け

る
外
部
か
ら
の
新
た
な
影
響
と
、
被
葬
者
の
地
位
の
革
新
と
を
想
定
さ
せ
る
。

大
塚
山
－
天
上
山
・
御
霊
山
の
系
譜
か
ら
、
新
し
く
展
開
を
遂
げ
た
首
長
系
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京都府相楽郡山城町椿井天上山の測蟹調査（京都大学考古学研究室・京都橘女子大学考古学コース）

譜
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
天
上
山
に
つ
い
て
は
、
墳
形
、
築
造
時
期
を
確
定
す
る
証
拠
は
十

分
で
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
評
価
に
つ
な
が
る
重
要
な
古
墳
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
今
後
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
（
2
）
　
南
一
城
に
お
け
る
中
世
山
城
の
展
開

　
中
世
城
郭
研
究
に
お
い
て
は
、
城
郭
の
正
確
な
縄
張
り
図
化
と
そ
の
類
型

化
、
さ
ら
に
文
献
史
料
を
総
合
し
地
域
的
特
質
を
把
握
し
た
上
で
在
地
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
迫
る
と
い
っ
た
方
法
が
村
田
修
三
ら
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
地
域

史
の
解
明
を
は
か
る
上
で
城
館
の
存
在
は
重
要
性
を
大
き
く
増
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
戦
国
前
半
期
以
前
の
城
郭
は
、
遺
構
自
体
の
構
造
が
単
純

で
編
年
の
材
料
と
な
り
に
く
い
、
後
世
の
改
修
を
受
け
た
可
能
性
が
多
分
に

あ
る
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
例
が
少
な
い
な
ど
の
研
究
上
の
制
約
が
あ
り
、

資
料
が
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
天
上
山
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
文
献
史
料
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

噸
経
廻
私
業
紗
隠
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
六
月
一
二
日
難
中
の
「
山
城
中

井
上
山
二
山
城
面
々
今
度
新
学
城
在
之
、
…
…
」
に
あ
る
「
上
山
」
が
、
天

上
山
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
応
仁
の
乱
中
に
、
西
軍
の
大
内
勢

が
山
城
椿
井
に
新
し
く
構
え
ら
れ
た
城
を
攻
撃
、
落
城
さ
せ
た
と
い
う
記
事

で
あ
る
。
当
時
椿
井
を
本
拠
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
椿
井
氏
は
西
撃
方
で
、

こ
の
時
城
郭
を
構
え
た
の
は
椿
井
氏
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
王
氏
を
は
じ

め
と
す
る
東
延
方
で
あ
る
。
従
っ
て
、
忙
裡
氏
の
本
拠
と
は
別
の
場
所
に
新

し
く
臨
戦
的
な
城
郭
が
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
上
山
を
そ
の
候
補
に

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、
現
在
山
城
中
学
校
東
側
に
残
る
小
字

「
城
の
内
」
は
、
平
地
に
居
館
が
存
在
し
た
可
能
牲
を
窺
わ
せ
る
。
状
況
証

拠
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
椿
井
氏
の
本
拠
が
小
字
城
の
内
、
文
明
三
年
の

「
上
山
」
の
城
が
椿
井
大
塚
山
あ
る
い
は
天
上
山
の
い
ず
れ
か
と
い
う
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

性
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

　
土
塁
状
施
設
や
郭
の
可
能
性
が
あ
る
テ
ラ
ス
の
存
在
か
ら
、
天
上
山
は
一

定
の
防
御
施
設
を
備
え
た
も
の
と
復
元
で
き
る
。
一
方
、
山
城
の
出
現
に
関

し
て
、
南
山
城
で
は
一
五
世
紀
段
階
で
の
防
御
遺
構
を
残
す
よ
う
な
城
郭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

存
在
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。
ま
た
、
南
山
城
に
隣
接
す
る
伊
賀
や
大

和
東
山
内
地
域
で
は
、
比
高
差
の
少
な
い
詰
め
の
城
と
居
館
が
隣
接
し
て
築

か
れ
た
事
例
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
そ
の
発
生
時
期
は
一
五
世
紀
末
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
～
六
世
紀
初
頭
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
に
と
り
あ
げ
た
文
献

史
料
と
今
腰
の
調
登
成
果
か
ら
み
て
、
こ
の
地
域
に
早
い
段
階
か
ら
山
城
が

営
ま
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
が
応
仁
の
乱
以
降
常
に
緊
張
関

係
に
あ
っ
た
椿
井
氏
と
狛
氏
、
あ
る
い
は
そ
の
背
後
の
両
陣
営
か
ら
南
山
城

に
お
け
る
戦
略
拠
点
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

143 （307）



　
山
城
と
し
て
の
天
上
山
の
特
色
は
、
集
落
と
の
比
高
差
が
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
こ
と
、
ま
た
主
郭
を
中
心
と
す
る
防
御
施
設
の
発
達
が
十
分
で
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
の
眺
望
は
抜
群
で
あ
る
。
近
接
す

る
狛
氏
や
木
津
氏
の
山
城
が
、
標
高
百
m
以
上
の
高
所
に
営
ま
れ
、
本
拠
か

ら
の
詰
め
城
的
性
格
が
強
い
点
と
比
較
す
る
と
、
臨
戦
時
の
物
見
台
的
な
性

格
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
木
津
城
の
よ
う
な
高
所
の

山
城
、
天
上
山
の
よ
う
な
低
所
の
山
城
、
そ
し
て
平
地
の
居
館
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
機
能
を
異
に
す
る
施
設
が
、
こ
の
地
域
で
展
開
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ

　
⑨

せ
る
。

　
応
仁
の
乱
、
山
城
国
一
揆
な
ど
、
こ
の
地
域
は
よ
く
知
ら
れ
た
争
乱
の
舞

台
と
な
っ
た
。
天
上
山
に
残
さ
れ
た
山
城
遺
構
は
、
そ
れ
ら
を
考
古
学
的
に

検
討
す
る
材
料
と
し
て
も
注
目
で
き
る
。
（
森
下
・
松
村
）

①
龍
谷
大
学
文
学
部
考
古
学
資
料
室
朔
望
山
城
の
前
方
後
円
墳
隔
龍
谷
大
学
文
学

　
部
考
古
学
資
料
室
研
究
報
告
、
一
九
七
二
年
、
川
西
宏
幸
「
古
墳
文
化
の
進
展
」

　
『
山
城
町
史
徳
本
文
編
、
～
九
八
七
年
、
｝
四
九
1
～
五
九
頁
な
ど
。

②
山
口
大
学
入
文
学
部
考
古
学
研
究
室
『
京
都
府
平
尾
城
山
古
墳
一
山
漏
大
学
人

　
文
学
部
考
⊥
出
学
研
難
九
虫
誕
研
旧
究
報
出
口
腔
帰
六
集
、
　
一
・
九
九
〇
㍍
ヤ

③
注
①
川
西
文
献

④
村
田
修
三
「
城
跡
調
査
と
戦
国
史
研
究
扁
『
日
本
史
研
究
瞼
第
二
＝
号
、
一

　
九
八
○
年

⑤
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
四
、
一
九
；
葎

⑥
い
ず
れ
の
記
事
も
『
山
城
町
史
蛭
史
料
編
、
一
九
八
七
年
所
収
。
ま
た
中
井
均

　
「
中
世
の
城
館
」
（
『
山
城
町
史
隔
本
文
編
、
一
九
八
七
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

⑦
中
井
口
門
中
長
編
第
四
章
第
三
節
戦
国
時
代
の
城
郭
駄
噸
糖
華
町
史
本
文

　
編
』
、
　
一
九
九
山
ハ
年

⑧
田
村
昌
宏
勤
中
世
城
館
と
惣
国
一
揆
」
『
中
世
城
郭
研
究
論
集
』
新
人
物
往
来

　
社
、
一
九
九
〇
年

⑨
応
仁
の
翫
期
に
構
築
的
な
崩
城
が
南
山
城
に
存
在
し
た
事
を
前
提
と
す
る
こ
と

　
は
で
き
な
い
が
、
立
地
か
ら
考
え
て
、
臨
蒔
的
な
陣
地
程
度
の
も
の
に
せ
よ
何
ら

　
か
の
施
設
が
文
明
三
年
当
時
に
存
在
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
考
え
る
。
失
地

　
回
復
後
、
椿
井
氏
が
改
修
し
現
状
の
よ
う
な
山
城
と
し
た
と
考
え
る
事
も
可
能
で

　
あ
る
。

四
　
結
　
　
語

　
今
回
の
測
董
調
査
に
よ
っ
て
、
古
墳
と
由
城
の
両
面
か
ら
こ
の
遺
跡
を
評

価
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
正
確
な

形
状
、
規
模
、
年
代
を
特
定
す
る
た
め
に
は
発
掘
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
実
施
予
定
の
調
査
に
よ
り
、
さ
ら
に
こ
の
遺
跡
の
重
要
性
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

〈
附
記
〉
　
調
査
の
準
備
段
階
か
ら
参
加
し
な
が
ら
、
実
施
直
前
の
二
〇
〇

〇
年
二
月
十
七
日
、
交
逓
事
故
で
突
然
他
界
さ
れ
た
遠
山
昭
登
さ
ん
の
霊
に
、

こ
の
小
文
を
さ
さ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
塞
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
）

　
　
　
　
　
（
京
都
橘
女
子
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
埋
蔵
文
化
財
（
考
古
学
）
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
山
科
区
大
宅
山
田
町
三
四
）
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